
燃料電池
燃料電池開発情報センター

巻頭言

燃料電池 12巻４号
平成25年  ４月30日発行
平成25年  ４月25日印刷　ISSN 1346-6623

The Journal of Fuel Cell Technology

Spring 2013
Vol.12
No.4 春号

特 集
燃料電池に期待する ―燃料電池における基盤技術開発の重要性―

燃料電池を支える部材の開発状況
技術情報 米国でのシェールオイル開発とその影響
一般論文 PEFC用チタン酸化物系酸素還元触媒の高活性化の試み
報　告 第21回SOFC研究発表会の報告



1燃料電池　VOL.12　NO.4　2013

　2012 年５月に技術研究組合FC-Cubic 理事長を引き受け、産業界の経営的立場から基盤技術の研究開発をつぶ
さに目の当りにする機会に恵まれている。「製造産業の最前線」と「研究の最前線」という異なるフェーズに直面
したが、幸い燃料電池の世界では両者は予想外に近いものと感じている。
　世界最大のエネルギー消費国である米国においては、Tight Oil（シェールオイル）開発により、その石油生産
見通しは 1980 年代の最盛期にも匹敵すると予想されている。一方我が国においては、原子力発電所の停止に伴い
電力価格が高騰しており、世界の将来エネルギー情勢は、例を挙げれば限りがないほど不透明である。エネルギー
効率が高い、もしくは多様なエネルギーに対応出来る商品群の開発が飛躍の上で重要なポイントの一つであること
は間違いない。本稿を書き始めた昨今、隣接国における PM 2 . 5 による大気汚染がニュースを賑わし、クリーンエ
ネルギー技術の効用が以前にも増して重要となってきた。
　燃料電池は、言うまでもなく、そのエネルギー効率においてそれぞれの応用商品での比較技術と比べて十分に高
いレベルにあるとともに多様なエネルギー源に対応出来る特徴を有し、低炭素社会の実現に直結している。すでに
商品化が進んでいるエネファームは現時点で累計４万３千台弱に達し、経済産業省の「民生用燃料電池導入緊急対
策事業」等の強力な後押しもあり、今年度から来年度にかけてこれまでの累積台数を凌ぐ導入が期待されている。
また、燃料電池自動車においては 2015 年頃を目指しての量産計画を自動車会社が発表するとともに、課題であっ
た水素供給インフラについても、経済産業省の強力な施策のもとに着実な開発が進んでいる。この様な産官一体と
なった燃料電池の普及促進策は、我が国の製造業にとって心強いものと言えよう。
　さて、将来の高エネルギー効率、エネルギー源多様化への対応を具現化するためには、これまでの取り組みを更
に加速し、燃料電池自動車等の本格普及を 2020 年代から 2030 年代にかけて実現していくことが重要となっている。
そのための最大課題は、燃料電池スタックおよびそのシステムの原価低減であり、高出力・高密度化による小型化、
部品・システムの簡素化に加えて、自動車開発の現場ではエンジン車用量産部品の転用に至るまで様々な工夫を織
り込んでいる。しかしながら、まだまだ目標原価と予測原価の乖離は大きい。我が国の製造業は絶え間ない改善と
創意工夫により、飛躍的な性能・耐久性向上や原価低減を実践してきたが、燃料電池の世界においてはこれまでの
経験則が十分ではなく、使ってみて初めて分ったことも少なく無い。このことは、経験則に則ったレベルアップは
難しい部分があること、さらには手持ちの候補材料が少ないことも相まって、短期間での革新的な原価低減へのルー
トファインデングが多難であることを物語っている。
　その解決のためには、現象のメカニズム解明に伴う理論的アプローチ、実験により検証されたシミュレーション
ツールの活用、それらから得られる材料設計への指針の明示、さらには指針に基づく革新的次世代材料の新規研究
開発等、我が国の産官学の総力を挙げた基盤技術研究開発の推進が効果的と考えている。技術研究組合FC-Cubic
は、このようなニーズを受けて、産官学の強い連携で発足した研究開発組織であり、現象の正確な把握とそのメカ
ニズム解明にあたるとともに、主としてMEA内での諸現象解明とそれに基づく革新的材料への指針を明示するこ
とを目的とするNEDOプロジェクトの推進役機能を務めており、関連機関との連携を含め最大限の貢献をする所
存である。冒頭に掲げた様に、製造産業の最前線と研究開発の最前線が近い理由は、この様な状況が醸し出す結果
であり、さらに本来競合関係にある企業間の協働マネージメントがスムーズに機能している構図であることは非常
に興味深くまた頼もしい環境と期待をしている。
　基盤技術開発の支援について、経済産業省をはじめNEDO、FCDIC、関係の諸機関に感謝申し上げるとともに、
引き続いてのご尽力をお願いして巻頭言を結ぶ。
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　2009 年より発売を開始した家庭用燃料電池コージェネレーションシステム「エネファーム」

は、2012 年度はおそらく２万台を超え、累計では４万４千台以上が販売されました。年々その

台数が増えており、更なる普及が期待されます。また、2015 年には、燃料電池自動車（FCV）

の一般販売開始がされる予定であり、そのインフラも含めて整備が進められています。これら

を含め燃料電池が今後も様々な形で世に出ていくことになります。これらの一層の普及を後押

しするためには、燃料電池システムにかかわるすべての部品・材料の技術開発による高度化と

とも低コスト化が必要になります。

　燃料電池といいますと、MEAまたはセルを形成する材料とその構成、それを用いたスタッ

クが、開発の花形とも思われますが、発電システムとして使用されることを考えますと、その

燃料電池を支える各種部品や補機の技術開発も非常に重要であり、その成立に対して大きな役

割を担っています。

　本特集では、この燃料電池を支える各種部材に焦点をあて、それらの開発状況や検討事例を

取り上げました。高分子形燃料電池（PEFC）では、低コスト化に対して最も関心の高い白金

触媒の使用量の低減から脱白金の試み、またMEAの更なる高性能化を対象にしました。固体

酸化物形燃料電池（SOFC）では、最大の課題である更なる発電効率の向上と長寿命化・信頼

性の向上を目指した検討として、セルの電極・電解質界面の制御や耐久性との関係、耐熱性の

セパレータなどの開発を対象にしました。また、水素の製造・貯蔵に関する各種部材の開発、

燃料電池開発における各種分析技術・事例など幅広く対象としました。

　本特集が読者の皆様のお役に立てれば幸いです。

2013年春号（Vol. 12 No.４）　特集主担当：林　克也、田中　和久
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